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３ 県政に関する世論調査 

 県民の県政への関心などを把握するため実施した「第 52 回県政に関する県政に関する世論調査

（平成 28 年度）」からは、次のような結果が出ています。（ただし、n を総数とする。） 

（１）市民活動団体やボランティア活動の関心度 

◇『関心がある』は4割台半ば 

  
 問 あなたは、市民活動団体の活動や、ボランティア活動に関心がありますか。（単数回答） 

（注）ここでいう「市民活動団体」とは、市民の自発性に基づき、福祉や子育て支援、 

まちづくり、環境等様々な分野の地域課題の解決のために、自立的・継続的に社会貢

献活動を行う営利を目的としない団体（行政が認証した NPO 法人やボランティア団

体等任意団体）のことです。 
 
 
 
 
 

 

市民活動団体やボランティア活動の関心度を尋ねたところ、「大変関心がある」（5.3％）、「ま

あ関心がある」（39.2％）となっており、2 つを合わせた『関心がある』（44.5％）は 4 割台半

ばとなっています。一方、「あまり関心がない」（47.0％）、「まったく関心がない」（7.3％）を

合わせた『関心がない』（54.3％）は 5 割台半ばとなっており、『関心がない』割合が『関心が

ある』を上回っています。 
 
 
  

ｎ

全 体 (1,540) (%)5.3 39.2 47.0 7.3

1.1

0% 50% 100%
大変関心がある

まあ関心がある あまり関心がない

まったく関心がない

無回答
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（２）市民活動団体の活動への参加経験 

◇「参加したことはない」は約7割 

 

問 あなたは、市民活動団体の活動に参加したことがありますか。（単数回答） 
（注）ここでいう「参加」とは、団体の会員やスタッフとしての参加、団体への資金・物品・ 

場所の提供・寄付、ボランティアによる労力・技術等の提供、団体が提供するサービ

スの利用・イベントへの参加などを含みます。 
 

 

 

 

 

 

 
市民活動団体の活動への参加経験を尋ねたところ、「定期的に参加している」（5％）と「時々

参加している」（6.3％）、「参加したことがある」（19.7％）の 3 つを合わせた『参加したことが

ある』（31.0％）は 3 割を超えています。 
一方、「参加したことはないが、今後参加してみたいと思う」（11.6％）は 1 割を超え、「参加

したことはない」（56.7％）は 5 割台半ばとなっています。 
 

 

〔参考〕平成 26 年度・平成 27年度の同様の項目による調査結果との比較（単位：％） 
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（３）ボランティア活動経験 

◇「活動したことがある」は約3割半ば 

 
問 あなたは、ボランティアとして活動したことがありますか。（単数回答） 
（注）ここでいう「ボランティア活動」は、市民活動団体等の活動への参加のみならず、 

個人が行う地域活動全般を含む、幅広いボランティアとしての活動を指します。 
 
 
 
 
 
 

 
ボランティアとして活動したことがあるかを尋ねたところ、「定期的に活動している」（5.1％）、

「時々活動している」（5.8％）が約 5％ずつおり、「活動したことがある」（24.7％）を合わせた

『活動したことがある』（35.6％）は 3 割台半ばとなっています。一方、「活動したことはない」

（55.7％）は 5 割台半ばとなっています。 

 

 

 

〔参考〕平成 26 年度・平成 27年度の同様の項目による調査結果との比較（単位：％） 
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４ 寄附・ボランティアに関する意識調査 

【調査の概要】 
  調査方法：ホームページ等により告知、ホームページ等により回答 
       ＊「寄附に関する意識調査」については、平成 29 年度第 3 回インターネット 

アンケート調査により回答 
  調査時期：平成 29 年 10 月～平成 30 年 2 月 
  回収結果：有効回答数 448 件 
       ＊内、138 件は平成 29 年度第 3 回インターネットアンケート調査 

【結果の概要】 
  県民の寄附・ボランティアに関する現状についての調査結果は次のとおりです。 

なお、n は各設問の回答者数です。 

（１）性別（単数回答） 

  回答者の性別は、下図のような結果となりました。 

 

（２）年代（単数回答） 

  回答者の年代は、下図のような結果となりました。 

 

64.7% 34.6%

0.7%

H 2 9 ( n = 4 4 5 )

性別

男 女 指定しない

２０歳未満

1%
２０～３０歳

未満5%

３０～４０歳

未満7%

４０～５０

歳未満17%

５０～６０

歳未満

15%

６０～７０歳未満

33%

７０歳以上

22%

年代(n=443)
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（３）寄附の経験（複数回答） 

  これまで寄附（募金、現物寄附等を含む）をしたことがあるかどうかを尋ねたところ、下図

のような結果となりました。金銭による寄附をしたことがある人は 82.3％となっています。 

 

（４）寄附の金額（記述回答） 

  寄附をしたことがある人に対して平成 28 年度に寄附をした金額について尋ねたところ、下図

のような結果となりました。最も多いのが「1000 円未満」で、32.0％となっています。 

 

（５）寄附の方法（複数回答） 

  寄附をしたことがある人に対して寄附を行った方法を尋ねたところ、下図のような結果とな

りました。最も多いのが「職場や自治会等での募金の回覧」で、50.3％となっています。 

 

82.3%

18.1%

15.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

金銭による寄付をしたことがある

現物等による寄付をしたことがある

寄付をしたことがない

寄附の経験（n = 446）

32.0%

16.3%

7.3%

9.6%

19.2%

15.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

1000円未満

1000～3000円

3000～5000円

5000～10000円

10000～30000円

30000円以上

寄附の金額（n = 344）

25.0%
25.6%

50.3%
36.4%

10.8%
18.1%

11.9%
12.8%

4.2%
24.4%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

街頭募金

設置されている募金箱

職場や自治会等での募金の回覧

銀行等での振込み・口座引き落とし

直接手渡し

クレジットカード等の利用

現物寄付（品物の郵送等）

寄付付き商品の購入

マッチングギフト

ふるさと納税

その他

寄附の方法（n= 381）
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（６）寄附先の分野（複数回答） 

  寄附をしたことがある人に対して寄附をした分野を尋ねたところ、下図のような結果となり

ました。最も多いのが「災害救援支援」で、54.2％となっています。 

 
 

（７）寄附をした理由（複数回答） 

  寄附をしたことがある人に対して寄附をした理由を尋ねたところ、下図のような結果となり

ました。最も多いのが「社会の役に立ちたいと思ったから」で、67.6％となっています。 

 

 
 

 

 

41.9%

20.6%

29.7%

7.5%

17.2%

54.2%

8.6%

10.3%

18.3%

15.6%

0.6%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

保健・医療・福祉

教育・研究

まちづくり・まちおこし

芸術・文化・スポーツ

自然・環境保全

災害救援支援

地域安全

人権・平和

国際協力・交流

子ども・青少年育成

雇用促進・雇用支援

その他

寄附先の分野（n = 378）

67.6%

36.3%

15.1%

4.1%

13.2%

10.4%

27.2%

8.0%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

社会の役に立ちたいと思ったから

町内会・自治会の活動の一環として

職場の取組の一環として

知人や同僚などからの勧め

自分や家族が関係している活動への支援

自分が抱えている社会問題の解決に必要…

自分が支援したい団体・ＮＰＯ等だった…

その他

寄附をした理由（N = 38 0）
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（８）寄附の妨げとなる要因（複数回答） 

  寄附の妨げになっていることについて尋ねたところ、下図のような結果となりました。最も

多いのが「寄附をしても、役に立っているのかわからない」で、52.1％となっています。 

 
 

（９）ボランティア活動への関心（単数回答） 

  ボランティア活動への関心の有無を尋ねたところ、下図のような結果となりました。 
「大いに関心がある」は 22.3％、「関心がある」は 57.4％であり、関心があると回答した人は、

両者をあわせて 79.7％となっています。 
 

 
 

（１０）ボランティア活動への参加経験（単数回答） 

  ボランティア活動への参加経験の有無を尋ねたところ、下図のような結果となりました。「参

加したことがある」は 69.4％となっています。 

 

 

 

 

 

41.4%

12.8%

52.1%

31.4%

27.7%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

寄付を行う先の充分な情報がない

寄付の手続がわかりにくい

寄付をしても、役に立っているのかわからない

寄付先の団体等に対する不信感があり、信頼度

に欠ける

特に妨げとなることはない

その他

寄附の妨げとなる要因（n=43 0）

22.3% 57.4% 19.7%

0.7%

H 2 9 ( n = 3 0 6 )

ボランティア活動への関心

大いに関心がある 関心がある あまり関心がない まったく関心がない

69.4% 30.6%H 2 9 ( n = 3 0 7 )

ボランティア活動への参加経験の有無

参加したことがある 参加したことがない
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（１１）ボランティア活動への参加の頻度（単数回答） 

  ボランティア活動に参加したことがある人に対して参加の頻度について尋ねたところ、下図

のような結果となりました。最も多いのが「年に数回、不定期に参加している」で、33.7％と

なっています。 

 
 

（１２）ボランティア活動に参加した分野（複数回答） 

  ボランティア活動に参加したことがある人に対して参加した分野を尋ねたところ、下図のよ

うな結果となりました。最も多いのが「保健・医療・福祉」で 41.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.5%

15.1% 30.6% 33.7% 17.1%H 2 9 ( n = 2 5 8 )

ボランティア活動への参加の頻度

ほぼ毎日 週に１～３回程度

月に１～３回程度 年に数回、不定期に参加している

過去に参加したが現在はしていない

36.2%

18.1%

41.7%

18.6%

25.6%

17.1%

23.6%

6.0%

6.5%

25.1%

1.0%

6.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

保健・医療・福祉

教育・研究

まちづくり・まちおこし

芸術・文化・スポーツ

自然・環境保全

災害救援支援

地域安全

人権・平和

国際協力・交流

子ども・青少年育成

雇用促進・雇用支援

その他

ボランティア活動に参加した分野（n = 199）
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（１３）ボランティア活動に参加する理由（複数回答） 

  ボランティア活動に参加したことがある人に対して活動に参加する理由を尋ねたところ、下

図のような結果となりました。最も多いのが「活動を通じて自己啓発や自らの成長につながる

と考えるため」で 53.7％となっています。 

 
 

（１４）ボランティア活動への参加の妨げとなる要因（複数回答） 

  ボランティア活動への参加の妨げとなることを尋ねたところ、下図のような結果となりまし

た。最も多いのが「活動を行いたいが、充分な情報がない」で 31.0％となっています。 

 

53.7%

35.8%

45.3%

9.5%

20.5%

7.9%

20.0%

10.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自己啓発や自らの成長につながると考えるため

職業人や住民としての責務を果たすため

困っている人を支援したいという気持ち

知人や同僚等からの勧め

自分や家族が関係している活動への支援

社会的に評価されるため

自分が抱えている社会問題の解決に必要だから

その他

ボランティア活動に参加する理由（n= 190）

31.0%

29.3%

10.8%

30.6%

9.4%

5.4%

21.2%

5.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

活動を行いたいが、充分な情報がない

経済的負担が大きい

実際に役に立っていると思えない

活動に参加する時間がない

休暇取得等を行う必要がある

活動を行う際の保険が不十分

特に妨げとなることはない

その他

ボランティア活動への参加の妨げとなる要因（n = 297）


